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京
都
の
源
義
経
伝
説
と
み
ち
の
く
の
影

四

は
じ
め
に

京
都
に
お
け
る
牛
若
丸
の
伝
説

義
経
東
下
り
に
お
け
る
伝
説

悲
劇
の
生
涯
の
史
実
と
伝
説

都
と
み
ち
の
く
の
義
経
像

五...... 
ノ、

終
わ
り
に

は
じ
め
に

源
義
経
は
源
平
の
合
戦
に
源
頼
朝
の
異
母
弟
と
し
て
参
戦
、
木
曽
義
仲
を
敗

死
さ
せ
、
平
家
の
滅
亡
に
破
格
の
活
躍
を
し
な
が
ら
京
都
と
鎌
倉
の
板
挟
み
と

な
り
悲
劇
の
最
後
を
遂
げ
る
。
そ
し
て
死
後
ま
も
な
く
多
く
の
伝
説
が
つ
く
ら

れ
、
そ
れ
は
近
世
、
近
代
を
通
じ
て
義
経
伝
説
と
し
て
語
り
伝
え
ら
れ
た
。

義
経
に
ま
つ
わ
る
伝
説
に
つ
い
て
は
明
治
以
後
の
近
代
歴
史
学
の
成
立
で
史

実
と
は
切
り
離
さ
れ
、
戦
前
は
黒
板
勝
美
博
士
の
『
義
経
伝
』
に
よ
っ
て
歴
史

上
の
義
経
の
姿
が
明
ら
か
に
な
り
(
註
一
)
、
軍
記
物
語
、
舞
や
謡
曲
に
見
え

る
中
・
近
世
の
人
々
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
架
空
の
義
経
像
、
歌
舞
伎
や
物
語
に

東
北
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
十
七
号

二
O
一
五
年
十
二
月

野

崎

準

よ
る
近
世
か
ら
明
治
ま
で
の
そ
の
発
展
は
島
津
久
基
博
士
に
よ
り
『
義
経
伝
説

と
文
学
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
(
註
二
)
。
さ
ら
に
戦
後
の
歴
史
学
を
踏
ま
え
、

特
に
「
都
と
み
ち
の
く
」
の
関
連
、
文
学
上
と
史
実
の
関
係
は
高
橋
富
雄
博
士

が
『
義
経
伝
説
』
と
し
て
昭
和
四
一
年
に
出
版
さ
れ
た
(
註
三
)
。

研
究
書
は
黒
板
博
士
の
時
代
に
す
で
に
「
汗
牛
充
棟
」
と
さ
れ
、
戦
後
の
歴

史
プ
1
ム
に
至
り
語
り
尽
く
さ
れ
論
じ
っ
く
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
が
、
東

北
人
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
平
泉
へ
の
下
向
と
滞
在
、
最
後
も
同
地
と
い
う
東

北
と
都
と
の
関
係
を
と
り
も
つ
人
物
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
「
都
と
み
ち
の
く
」

を
結
ぷ
人
物
と
し
て
の
視
点
か
ら
坂
上
田
村
麻
呂
と
伊
達
政
宗
を
論
じ
た
が

(
註
四
、
五
)
、
源
義
経
に
つ
い
て
も
「
都
と
み
ち
の
く
」
の
視
点
か
ら
、
非

力
な
が
ら
考
え
て
見
た
い
。
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京
都
に
伝
わ
る
伝
説
は
幸
い
な
事
に
『
京
都
叢
書
』
な
る
編
纂
物
が
あ
り
(
註

六
)
、
復
刻
版
に
は
精
綾
な
索
引
が
付
い
て
い
る
の
で
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治

初
期
の
伝
承
か
ら
探
索
し
て
見
た
。

(
註
一
〉
黒
坂
勝
美
『
義
経
伝
』
大
正
三
年
初
版

中
公
文
庫
所
収

平
成
三
年



京
都
の
甑
義
経
伝
説
と
み
ち
の
く
の
膨

(
註
二
)
島
津
久
基
『
義
経
伝
説
と
文
学
』
昭
和
一

O
年

庖
復
刻
版
に
よ
る

(
註
三
)
高
橋
富
雄
『
義
経
伝
説
|
|
歴
史
の
虚
実
』
中
公
新
書
昭
和
四
一
年

(
註
四
)
野
崎
準
「
坂
上
田
村
麻
呂
と
観
音
伝
説
」
東
北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究
所

紀
要
第
四
六
号
平
成
二
六
年

(
註
五
)
野
崎
準
「
都
の
奥
州
武
将
」
東
北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究
所
紀
要
第
四

一
号
平
成
二
一
年

(
註
六
)
『
新
修
京
都
叢
書
』
全
二
五
巻
臨
川
書
庖
(
昭
和
四
二
年
6
3
平
成
八
年
)

『
京
都
叢
書
』
は
大
正
四
3
六
年
に
刊
行
さ
れ
、
昭
和
八

1
一
O
年
に
補
足
を
加

え
二
十
巻
と
し
て
『
増
補
京
都
叢
書
』
が
、
昭
和
四
二
年
に
図
版
・
索
引
を
加

え
た
『
新
修
京
都
議
書
』
が
出
版
さ
れ
た
。
『
新
修
』
は
索
引
の
訂
正
に
時
聞
が

か
か
り
完
成
は
平
成
八
年
と
な
っ
た
。
以
下
引
用
の
『
京
都
議
書
』
は
こ
の
『
新

修
京
都
叢
書
』
版
に
依
る
。

昭
和
五
三
年
京
都
大
学
堂
書

京
都
に
お
け
る
牛
若
丸
の
伝
説

源
義
経
と
京
都
と
の
関
係
が
あ
る
の
は
、
幼
年
の
牛
若
丸
時
代
と
、
木
曽
義

仲
追
討
か
ら
平
家
を
滅
ぼ
し
、
頼
朝
に
追
わ
れ
る
ま
で
の
京
都
滞
在
の
二
時
期

で
あ
る
。
本
章
で
は
牛
若
丸
時
代
に
つ
い
て
述
べ
る
。

(
ご
幼
児
時
代

義
経
の
母
常
盤
(
常
葉
)
は
源
義
朝
の
妾
で
今
若
、
乙
若
、
牛
若
の
三
児
を

産
む
。
平
治
の
乱
で
義
朝
が
戦
死
し
て
か
ら
常
盤
は
三
児
と
共
に
流
捜
し
、
捕

わ
れ
る
が
平
清
盛
に
よ
り
赦
免
、
大
蔵
卿
一
条
長
成
と
再
婚
し
た
。
三
児
は
出

家
さ
せ
ら
れ
、
今
若
は
醍
醐
寺
で
出
家
し
禅
師
公
全
済
(
全
成
)
、
乙
若
は
八

条
宮
で
卿
の
公
円
済
、
牛
若
は
鞍
馬
山
東
光
坊
阿
閤
梨
蓮
忍
の
弟
子
禅
林
坊
阿

閤
梨
覚
日
の
弟
子
と
な
り
遮
那
王
と
称
し
た
、
と
『
古
活
字
本
平
治
物
語
』
の

終
り
近
く
「
牛
若
奥
州
下
り
の
事
」
に
あ
る
(
註
七
)
。

こ
の
時
代
の
牛
若
丸
に
つ
い
て
は
同
時
代
史
料
が
な
く
、
最
も
古
い
伝
承
が

こ
の
『
平
治
物
語
』
で
あ
る
が
、
い
つ
の
時
代
の
追
加
で
あ
る
か
も
不
明
で
あ

る
と
い
う
。

そ
の
牛
若
丸
誕
生
の
地
は
現
在
の
京
都
市
北
区
、
大
徳
寺
の
東
北
に
「
牛
若

町
」
が
あ
り
、
『
名
所
都
鳥
』
(
註
八
)
に

産
湯
水
愛
宕
郡

京
の
北
紫
竹
村
大
徳
寺
の
末
寺
大
源
庵
の
方
丈
の
庭
に
有
。
む
か
し
源

の
義
朝
こ
の
所
に
住
給
ひ
す
な
は
ち
常
盤
御
前
愛
に
て
牛
若
を
産
み
此
水

を
汲
で
産
湯
と
す
る
ゆ
へ
の
名
也
。

と
見
え
る
の
が
古
い
伝
承
で
あ
る
。
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「
都
花
月
名
所
」
(
註
九
)
に
は

源
義
経
誕
生
水

今
宮
大
源
庵

「
山
城
名
跡
志
』
(
註
一

O
)
に
は

源
義
経
誕
生
所
【
紫
竹
村
南
今
宮
東
有

古
井
世
伝
此
井
義
経
誕
生
水
旧
跡
云
々
】

異
本
義
経
記
云
大
夫
判
官
伊
予
守
従
五
位
下
源
義
経
母
ハ
九
条
院
ノ
官
蝉

常
盤
ナ
リ
平
治
元
年
洛
北
紫
竹
ニ
テ
生
レ
ル
と
云
々

(
以
下
引
用
文
中
の
【
】
は
割
註
、
(

地
名
の
当
て
字
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
)

大
徳
寺
塔
屋
之
一
也

此
内
有

)
は
筆
者
註
を
示
す
。
人
名
、



「
山
州
名
跡
志
」
(註

一
一
)
に
は

常
盤
第

此
所
今
宮
ノ
束
紫
竹
ニ
到
ル
左
方
人
家
ノ
地
ナ
リ
。
常
雄
ハ
義
経
ノ

母
。
始
メ
九
条
殿
ノ
雑
司
ニ
テ
無
双
ノ
美
女
也
。
此
人
紫
野
-
一
居
住
ノ
事

双
紙
物
語
ニ
載
ス
。
此
館
ニ
テ
牛
若
誕
ズ
ト
云
フ
。
(
一
部
読
み
下
し
)

ま
た

義
経
産
水
ノ
井

在
同
所
人
家
北
。
清
泉
ナ
リ
。

弁
財
天
社

町若

祉

牛

戸

-
区
井

町
北

湯

圃
市

産

都

経
京

義

図版ー

東
北
文
化
研
究
所
紀
要

第
四
十
七
号

二
O
一
五
年
十
二
月

井
ノ
傍
南
向
ニ
有
。
此
所
義
経
ノ
胞
衣
ヲ
政
ム
ト
イ
フ
。

牛若町

牛若丸龍生井の碑

図版二牛若町

牛若丸誕生の地、右遠方が胞衣塚
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図版三

な
ど
と
あ
り
、
江
戸
時
代
前
期
に
は
こ
の
地
が
牛
若
丸
誕
生
地
と
さ
れ
て
い
た

ょ
う
で
あ
る
。



ぷ
侃
の
鋭
義
経
伝
説
と
み
ち
の
く
の
彬

京都時代祭

牛若を抱く常盤御前と今若・乙若

図版四

現
在
は
牛
若
町
の
道
路
沿
い
に

「
源
義
経
産
湯
井
ノ
迫
枇
」
と
い
う
大
正

一

五
年
十
月
、
紫
竹
土
地
区
画
整
理
組
合
建
立
の
石
叫
が
あ
り
、

「此
ノ
地
ハ
源
義
朝
ノ
別
業
ニ
シ
テ
常
撚
ノ
住
ミ
シ
所
ナ
ル
。
平
治
元
年
義

経
誕
生
ノ
時
此
井
水
ヲ
産
湯
ニ
扱
ミ
米
タ
ト
ノ
伝
説
ア
リ
:・
」
以
下
、
後
に
大

徳
寺
熔
頭
大
源
院
の
敷
地
と
な
り
竹
林
と
な
っ
た
が
大
正
十
四
年
紫
竹
区
画
整

理
で
消
滅
し
た
の
で
、
後
足

(後
世
)
に
備
え
記
録
す
る
、
と
あ
る
(
図
版

一
)。

こ
の
仰
の
西
の
畑
地
に
小
さ
な
啄
と
古
井
戸
が
あ
り
、
こ
こ
に
も

「牛
若
丸

誕
生
井
」
の
石
仰
が
あ
る
(
悶
版
二
、
三
)
。
説
明
絞
が
あ
り
、
「
元
弁
財
天
社

の
一
部
。
牛
若
丸
胞
衣
啄
と
産
湯
の
井
戸
、
後
方
州
の
中
の
小
さ
な
康
が
胞
衣

塚
で
応
永
二
年
の
叫
が
あ
る
」
旨
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
が

「
山
州
名
跡
志
」

に
見
え
る
弁
天
社
の
跡
で
あ
ろ
う
。
接
近
し
た
二
地
点
で
あ
る
が
、
誕
生
の
地

そ
の
も
の
が
伝
承
で
あ
る
か
ら
真
偽
を
論
じ
る
レ
ベ
ル
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

『平
治
物
詩
』
で
は
平
治
元
年
二
月
九
円
に
市
織
に
抱
か
れ
て
的
水
寺
か
ら
山

科
を
経
て
大
和
に
逃
れ
た
と
あ
り
、
ザ
ヨ
の
中
を
今
若

・
乙
新
を
先
立
て
て
逃
げ

る
安
は
京
都
人
の
好
み
な
の
か
平
安
神
宮
時
代
祭
に
も
登
場
す
る

(
悶
版
凹
)
。

ま
た
大
和
に
逃
げ
る
途
中
用
い
た
と
い
う

「市
総
の
井
」
や
平
山
系
に
捕
え
ら
れ

た
地
と
い
う
伝
説
が
伏
見
区
に
あ
る
。

(
ニ
)
鞍
馬
山
時
代

牛
若
丸
は

「鞍
馬
寺
の
東
光
坊
阿
悶
梨
蓮
忍
が
弟
子
禅
林
坊
阿
閑
梨
党
日
が

弟
子
と
な
り
て
遮
那
王
と
ぞ
由
・
し
け
る
」
が
、
十
一
の
年
に
出
生
の
事
情
を
知

り
、
平
家
討
伐
を
志
し
、

昼
は
学
問
を
、
夜
は
武
芸
を
稽
古
し
伯
正
谷
で
天
狗

か
ら
兵
法
を
な
ら
っ
た
と

『
平
治
物
語
』
に
あ
る
。
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「京
羽
二
重
」
(
註
一

二
)
に

僧
正
谷

鞍
馬
山
の
奥
西
の
か
た
也

不
動
明
王
示
現
の
地
に
し
て
牛
悲
丸
兵
法
剣

術
を
伝
授
せ
し
所
也

「都
名
所
車
」
(註一

三
)
に
は

鞍
馬
寺

い
に
し
へ
捌
九
郎
義
経
此
山
に
賠
給
ひ
平
家
を
ほ
ろ
ぼ
し
た
く
毘
沙
門
天

た
も
ん
て
ん

(多
聞
天
)
あ
は
れ
と
思
召
て
例
正

妨
を
も
て
兵
法
を
教
へ
さ
せ
其
後
も
平
家
の

一
知
を
つ
ぶ
し
て
願
成
就
せ
り

に
折
哲
を
か
け
給
へ
ば

僧
正
が
谷
本
堂
の
西
の
方
也
。
此
谷
に
て
剣
術
あ
り
し
所
と
い
へ
り

義



経
の
太
万
弁
慶
錫
杖
吉
次
兄
弟
鎧
甲
其
外
色
々
の
宝
物
有

「
洛
陽
名
所
集
」
(
註
一
四
)
に
は

僧
正
谷

鞍
馬
寺
の
西
の
か
た
な
り
此
所
に
て
源
義
経
未
だ
牛
弱
(
う
し
わ
か
)

な
り
し
時
異
人
に
偶
会
し
刺
撃
(
剣
戟
)
の
法
さ
ま
ざ
ま
な
ら
へ
る
と
な

り
今
に
義
経
の
剣
甲
な
ど
其
外
珍
器
ど
も
お
ほ
か
め
り
是
に
っ
た
へ
て

此
所
に
天
狗
と
て
有
と
な
ん
か
た
ち
し
な
じ
な
か
へ
出
現
し
け
る
と
ぞ

蛍
尤
旗
星
の
義
に
あ
ら
ず
ま
ず
僧
正
を
巨
魁
と
し
て
愛
宕
山
の
太
郎

比
良
山
の
次
郎
伊
都
奈
の
三
郎
富
士
の
太
郎
上
野
の
妙
義
坊
常

陸
の
筑
波
法
印
彦
山
の
豊
前
坊
太
山
の
伯
香
坊
大
峰
の
普
鬼
今
平

六
比
叡
山
の
法
性
坊
肥
後
の
阿
閤
梨
葛
城
の
行
者
高
間
(
た
か
ま
)

坊
高
雄
の
内
供
奉
如
意
獄
の
天
狗
と
い
へ
る
類
多
し
:
・
(
下
略
)

と
、
日
本
独
特
の
「
天
狗
」
の
解
説
も
記
さ
れ
て
い
る
。

「
出
来
斉
京
土
産
」
(
註
一
五
)
に
は

(
鞍
馬
山
)
僧
正
谷

僧
正
谷
は
鞍
馬
山
の
奥
西
の
か
た
に
あ
り

ひ
し
時

源
義
経
い
ま
だ
牛
若
丸
と
い

あ
や
し
き
人
に
途
て
兵
法
を
な
ら
ひ
し
と
也
今
も
義
経
の
太
万

そ
の
他
色
々
の
什
物
あ
り

此
所
は
大
天
狗
僧
正
坊
の
住
所
と
い
へ
り

て
・
:
(
各
地
の
天
狗
、
略
)

甲

是
を
魁
(
か
し
ら
)
と
し

今
の
世
の
僧
に
は
せ
め
て
天
狗
に
な
る
べ
き
も
あ
る
べ
か
ら
ず

名
利
に

東
北
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
十
七
号

二
O
一
五
年
十
二
月

お
ち
い
り
行
法
を
お
こ
た
り
学
徳
も
な
く
文
盲
感
療
に
し
て
い
た
づ
ら
に
施

こ
れ
み
な
死
し
て
は
地
獄
に
お
つ
べ
し

物
を
つ
ゐ
や
す

し
か
ら
ず
ば
牛

馬
と
生
れ
な
ん

ま
こ
と
に
あ
さ
ま
し

と
、
当
時
の
僧
侶
へ
の
皮
肉
も
載
せ
て
い
る

『
日
次
記
事
』
の
作
者
黒
川
道
祐
の
遺
稿
で
明
治
に
な
っ
て
か
ら
出
版
さ
れ

た
「
近
畿
歴
覧
記
」
(
註
二
ハ
)
に
は

(
鞍
馬
山
)
霊
宝
ヲ
一
覧
ス
源
義
経
ノ
太
万
並
ニ
具
足
ハ
奇
怪
ノ
物
ナ

リ
古
ノ
法
眼
元
信
ノ
函
ケ
ル
縁
起
並
ニ
義
経
ノ
像
天
狗
ノ
像
目
ヲ
驚

カ
セ
リ
(
中
略
)

貴
船
ニ
赴
ク
北
ノ
内
ニ
僧
正
谷
ア
リ
相
伝
源
義
経
少
年
ノ
時
寓
東
光

坊
日
々
此
ノ
谷
ニ
下
リ
大
天
狗
僧
正
坊
兵
法
ヲ
授
リ
シ
処
ナ
リ

ノ
岩
石
ア
リ
土
人
義
経
ノ
事
故
説
ク

種
々
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山
城
の
枕
詞
「
つ
ぎ
ね
ふ
」
か
ら
題
名
を
と
っ
た
北
村
季
吟
の
「
菟
芸
泥
卦
」

(
註
一
七
)
に
は

僧
正
谷
鞍
馬
山
寺
の
西
四
五
町
計
奥
に
有
僧
正
は
天
狗
の
名
な
り

源
義
経
牛
若
丸
と
て
此
寺
の
東
光
坊
阿
閤
梨
の
も
と
に
児
な
り
し
ほ
ど

夜
こ
の
谷
に
て
僧
正
に
剣
術
を
習
ひ
給
へ
り

痕
つ
け
り

毎

其
太
万
痕
と
て
其
谷
の
石
に

と
あ
り
、
僧
正
谷
の
岩
に
義
経
剣
戟
の
傷
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

「
近
畿
歴
覧
記
」
の
追
補
(
註
一
八
)
は
も
う
少
し
考
察
し
て



」
以
剛
山
の
仮
出
抗
級
伝
説
と
み
ち
の
く
の
影

(
鞍
馬
山
)

Z
宝
ヲ
一
覧
ス

古
法
眼
元

源
義
経
ノ
太
万
並
具
足
ハ
奇
怪
ノ
物
ナ
リ

信
画
ケ
ル
縁
起

目
ヲ
驚
カ
セ
リ
(
中
略
)

義
経
像

天
狗
像

立
船
-
一
赴
ク

源
義
経
少
年
時

偶
東
光
坊
日
々

僧
正
谷
ア
リ

相
伝

此
谷
ニ
下
リ
大
天
狗
僧
正
坊
ニ
兵
法
ヲ
伝
シ
所
ナ
リ

種
々
ノ
岩
石
ア
リ

土
人
義
経
ノ
事
ヲ
説
ク
・
:
(中
略
)
・:
方
解
石

・
等
ノ
付
合
ナ
リ

と
、
牛
若
の
付
け
た
傷
で
な
く
こ
の
地
域
の
岩
石
の
特
徴
だ
と
言

っ
て
い
る
。

「
山
州
名
跡
ぷ
」
に
は

例
正
申
什

(
鞍
鳥
山
)

八
所
社
両
北
卜
町
余
ニ
在
リ
。
牛
打
背
脱
.
わ
れ
路
傍
-
一
紅
リ
。
品
ヨ
リ

下
リ
坂
。
太
郎
幼
社
例
正
谷
市
向
ニ
在
リ
。
此
所
牛
府
丸
剣
術
ヲ
琢
前
ノ

所
ナ
リ
。
総
テ
此
所
山
石
洞
・
付
品
川
ニ
ア
ラ
ズ
。
行
面
剣
刀
ヲ
段
ル
ガ
如
シ
。
比

挑
行

(
ク
グ
リ
イ
シ
)

陸
一れ

(
カ
ク
レ
イ
シ
)

水
入
石

1
 1
 

t
 

拠
石

(
ツ
カ
ミ
イ

‘J 
、-'

等
ア
リ
。

足
駄
石

叫
石

な
ど
と
あ
る
。

現
在
の
鞍
馬
寺
で
は

「九
十
九
折
」
登
山
路
の
・
凶
岐
神
社
の
上
に
石
造
宝
熔

が
あ
り

「
源
義
経
公
供
養
陪
」
と
あ
る

(凶
版
五
)
こ
こ
が

「束
光
幼
跡
」
の

伝
及
地
で
あ
る
と
か
。
ま
た
川
川
正
谷
に
は

「義
経
背
競
石
」
が
あ
る
。

「京
羽
二
兎
」
に

せ
く
ら
べ
石

名
石

鞍
馬
山
僧
正
谷
に
う
し
わ
か
丸
せ
く
ら
べ
石
と
で
あ
り

ま
た
北
山
矢
背

の
さ
と
迫
の
か
た
は
ら
に
弁
鹿
が
せ
く
ら
べ
石
と
て
今
に
あ
り

「取
引
所
郎

μ」
に

T4虫戸
1

4
4
T
g
a伺
V
伯作

d
dH

・

源義経供養碑鞍馬山図版五
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ル
氏
r
e司
d

・tr

め
れ

Ml川
d
y

例
正
が
谷
に
牛
若
丸
せ
く
ら
べ
石
と
て
あ
り
。

又
北
山
八
瀬
の
盟
に
弁
慶
が
せ
く
ら
べ
石
あ
り
。
こ
れ
は
は
じ
め
に
出
す

弁
陸
石
の
事
な
り
。

'とやの
ヲ。。

現
在

「背
く
ら
べ
石
」
と
さ
れ
る
の
は
尚
さ

一
・
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
と
あ
る

か
ら
、
子
供
時
代
と
は
い
え
小
柄
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

室
町
時
代
に
な
る
と
こ
の
時
代
を
鉢
台
に
し
た

「戸火
狗
の
内
・
泌
」
な
る
物
訴

も
生
ま
れ
る

(柱

一
九
)。
牛
若
丸
時
代
の
義
経
が
駿
馬
山
中
で
天
狗
の
内
裏

に
似
人
し
、
地
獄
を
見
学
、
無
事
往
生
し
た
の
か
大
日
如
来
と
な

っ
た
父
源
義



朝
と
再
会
、
前
世
の
宿
命
に
よ
り
こ
れ
か
ら
の
生
涯
は
、
平
泉
に
行
き
兄
の
挙

兵
に
参
加
し
て
平
家
を
滅
ぼ
し
て
本
懐
を
遂
げ
る
が
、
議
言
に
よ
っ
て
三
十
二

で
死
ぬ
、
と
告
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
汝
の
前
世
は
虫
で
多
数
の
烏
に
食
わ
れ

た
。
そ
の
鳥
が
転
生
し
て
平
家
の
武
士
に
な
っ
て
い
る
か
ら
辻
斬
り
し
て
倒

せ
」
な
ど
と
殺
人
教
唆
を
受
け
、
千
人
斬
り
を
始
め
た
・
:
と
さ
れ
て
い
る
。
出

家
を
約
束
さ
せ
ら
れ
な
が
ら
父
の
仇
を
討
ち
平
家
を
滅
ぼ
し
た
い
と
願
っ
た
、

と
い
う
牛
若
の
心
情
を
汲
ん
だ
物
語
だ
ろ
う
か
。

(
三
)
武
蔵
坊
弁
慶
と
の
出
会
い

鞍
馬
寺
時
代
に
牛
若
丸
は
武
蔵
坊
弁
慶
と
知
り
合
い
、
主
従
の
約
を
結
ん
だ

と
さ
れ
て
い
る
。
弁
慶
は
島
津
博
士
が
昭
和
十
年
に
「
日
本
の
キ
ン
グ
コ
ン
グ
」

(
米
映
画
『
キ
ン
グ
コ
ン
グ
』
の
日
本
公
開
は
昭
和
八
年
)
と
言
わ
れ
た
ほ
ど

の
怪
力
無
双
の
人
物
で
、
正
史
に
は
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
い
が
、
物
語
で
は
平

家
討
伐
の
諸
合
戦
や
義
経
の
逃
避
行
に
も
大
活
躍
し
、
平
泉
で
義
経
最
期
の
時

に
「
立
往
生
」
し
た
と
も
、
実
は
義
経
と
共
に
生
存
し
蝦
夷
地
に
去
っ
た
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。
室
町
時
代
に
既
に
「
弁
慶
物
語
」
が
数
種
類
書
か
れ
て
お
り

(
註
二

O
)、
こ
の
注
釈
だ
け
で
も
研
究
書
数
冊
を
著
し
て
も
論
じ
っ
く
せ
な

い
ほ
ど
伝
説
で
一
杯
の
人
物
で
あ
る
。
ま
た
古
い
絵
草
紙
類
や
絵
馬
に
画
か
れ

る
時
肌
を
黒
色
に
表
現
さ
れ
る
事
、
全
身
が
鉄
で
覆
わ
れ
て
い
た
が
「
弁
慶
の

泣
き
所
」
だ
け
は
肉
身
だ
っ
た
、
な
ど
の
伝
説
か
ら
大
林
太
良
博
士
は
ア
キ
レ

ス
、
ジ
l
ク
フ
リ
!
ト
、
平
将
門
な
ど
世
界
的
に
分
布
す
る
「
全
身
が
鉄
で
覆

わ
れ
て
い
た
神
」
の
一
人
と
さ
れ
て
い
た
(
註
二
一
)
。

室
町
物
語
の
弁
慶
の
物
語
は
出
生
、
修
業
時
代
、
播
磨
国
書
写
山
を
焼
き

東
北
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
十
七
号

二
O
一
五
年
十
二
月

払
っ
た
事
な
ど
、
義
経
の
従
者
に
な
る
前
の
物
語
が
中
心
で
あ
る
。

二
人
の
出
会
い
の
場
所
は
多
数
考
証
さ
れ
て
い
る
が
、
清
水
寺
、
五
条
大
橋

(
現
在
の
五
条
大
橋
と
は
別
の
場
所
)
、
五
条
天
神
社
、
北
野
天
満
宮
な
ど
が

語
ら
れ
て
い
る
。

「
都
名
所
図
会
」
(
註
二
二
)
に
は

五
条
天
神
社

此
安
元
元
年
源
牛
若
丸
鬼
一
法
眼
の
兵
書
の
遺
恨
あ
り
て
戦
ひ

感
応
を
得
て
打
勝
し
此
所
又
武
蔵
坊
に
途
ひ
し
も
此
森
也

鬼
一
法
眼
の
話
は
後
世
の
も
の
だ
が
、
室
町
物
語
で
は
京
で
の
話
と
な
っ

て
い
る
。

忽
ち
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「
京
町
鑑
」
(
註
二
三
)
に
は

松
原
道

也
此
道
古
の
五
条
通
也

故
に
松
原
と
い
ひ
な
ら
は
せ
り

古
の
橋
杭
今
に
の
こ
れ
り

弁
慶
と
出
会
あ
り
も
此
松
原

古
は
寺
町
よ
り
四
五
町
西
へ
松
の
並
木
有
し
と
ぞ

源
牛
若

京
都
の
弁
慶
ゆ
か
り
の
遺
跡
と
し
て
「
弁
慶
背
競
石
」
が
あ
り
、
北
山
八
背

(
「
京
羽
二
重
織
留
」
、
「
薙
州
府
志
」
)
の
巨
岩
と
い
う
。
ま
た
中
京
区
に
は
「
弁

慶
石
町
」
が
あ
り
、
「
弁
慶
石
(
図
版
六
)
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。

「
京
町
鑑
」
に
ま
た
、

弁
慶
石
町



-
以
町
仰
の
郎
副
aHnい
い
刑
制
と
み
ち
の
く
の
彰

此
町
に
兄
弁
腿
石
あ
り

ゆ
へ
に
小
名
と
す

此
ア引
の
米
山
さ
ま
ざ
ま
の

記
あ
れ
ど
も
怪
し
け
れ
ば
こ
こ
に
記
さ
ず
。

中京区弁慶石町弁慶石図版六

此
打
今
は
汗
願
寺
の
方
丈
の

出
に
あ
り

ま
た

「京
羽
二
重
」
に
は

「七
条
の
に
し
水
薬
師
の
内

此
石
い
に
し
へ

は
く
ら
ま
口
に
あ
り
し
が
あ
る
年
の
大
洪
水
に
な
が
れ
て
三
条
御
幸
町
弁
腔

石
町
と
い
ふ
に
有
し
其
後
此
地
に
引
と
し
と
也
」

と
あ
り
、

「名
所
郎

μ」
に
は

「
七
条
の
凶
水
薬
師
の
内
山
。

行
の
町
と
い
ふ
に
あ
り

は
く
ら
ま
日
に
あ
り
し
が
、
あ
る
年
の
大
洪
水
に
な
が
れ
て
三
条
御
幸
町
弁
腿

此
.
れ
い
に
し
へ

そ
の
の
ち
此
所
へ
ひ
き
取
し
と
あ
り
。
水
柴
仰
の
ほ

と
り
な
ら
ば
必
野
川
の
う
ち
也
」
、
「山
城
名
勝
志
」
に
は

「
今
三
条
辿
京
極
州

円
弁
出
石
町
。
制
作
中
り
述
凶
H

寺
或
年
代
記
云
平
禄
元
年
七
月
十
六

H
衣
川
弁
慶
石
三
条
京
極
人
格
」

と
、
確
か
に

「
由
来
さ
ま
ざ
ま
」
で
、
場
所
も
変
わ
っ
て
い
る
。
「
京
都
坊
目

ハ
ヰ
禄
三
年

奥
州
弁
附
凶
行
人
部

出
京
M

制
作

誌

(註
二
四
)
」
は
諸
説
を
整
理
し
、
明
治
二
五
年
に
現
在
地
に
移
さ
れ
た
と

し
て
い
る
。

削侃什
机
の
説
明
仮
は
主
に

「
京
都
坊

H
芯
」
に
依
っ
た
よ
う
で
、

千
泉
衣
川
館

で
弁
陛
の
出
愛
し
た
石
、
鞍
崎
山
か
ら
持
参
し
た
わ
、
弁
嵯
は
若
い
こ
ろ
こ
の

近
く
に
住
ん
で
い
た
、
な
ど
の
諸
説
を
記
し
て
い
る
。
ま
た

「
治
小
節
外
併
Mm」

の
小
に
こ
の
石
を
若
者
の
力
試
し
に
朋
い
て
い
る
絵
が
あ
る
。

(注
ヒ
)
ぷ
的
安
明

・
・μ
m
m雄
校
仲川
『
似
元
物
M
・
4
r
治
物
日出附
』
日
本
占
拠
文
学
大
系

一三一

行
波
川
山
昭
和
二-
L

ハ
作

(一

九
六

一
)

(比
八
)
「
取引
所

m
n」
し
ハ
巻
八
附
作
町
小
山
川
広
悦
三
作

(
て
ハ
九

O
)
『
ぷ
郷
波
村
山
』

・・ι
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(川
九
)「
部
花
川
名
所
」一

巻

一
附

--L 

秋
川
じ
臨
剛
山
川

判比政
-九
年

(一

ヒ
九
=.)『
」一
以
郷
綬
H
川
』

(注
一

O
)
「
山
城
名
勝
ぷ
」
乾
坤

一
)
『
京
総
澄
川
』
一
三

・
一
四

(
註
一
一

)
「
山
州
名
跡
ぶ
」
乾
坤
沙
門
自
立

ムハ

(柱

二
乙
「
京
羽
二
重
」
七
巻
六
附
作
者
不
明

(日
一

三
)
「
郷
名
所
巾
」一

巻

一
川

氏

一
-
一
巻
一-一
o
m
'に
E
Oわ
え

t
s

i
J
ノ
I
E

“-」MLn
M
F

ぽ
徳
元
年

(一

七

一

正
徳
元
年

『

hm都
叢
H
d』

一
五

・
一

宝
水
二
年

(一

七

O
五
)『
京
都
波
川
』

正
徳
川
作

こ

ヒ

一
川
)
作
祝
日
不
明

づ
以
仰
滋
H
A
M
h

(比

一
川
)「
的
防
名
所
仰
と

で

.谷

一
--
附

町
仰
波
川
』

二

(比

一
日
)「
山
米
斎

h

以
上
姥
」

山
本
μ惜
制
削

.h治
一応
年

(
て
ハh

ハ
O
)
『U
U

川

延山
k
川
年

こ

しハ
じ

h

ハ
)
『
ぃ
以
郷
波
川
』

浅
井

f
江



一一

(
註
二
ハ
〉
「
近
畿
歴
覧
記
」
所
収
「
東
北
歴
覧
記
」

三
年
(
一
九
一

O
)
『
京
都
叢
書
』
一
二

(
註
一
七
)
「
菟
芸
泥
卦
(
つ
ぎ
ね
ふ
)
」
八
巻
九
冊

八
四
)
『
京
都
叢
書
』
一
一
一

〈
註
一
八
)
「
近
畿
歴
覧
記
」
追
捕
。
註
一
六
の
巻
末
に
収
録
。

(
註
一
九
)
「
天
狗
の
内
裏
」
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
巻
九
角
川
書
底

所
収

(
註
二

O
)
「
弁
慶
物
語
」
「
弁
の
草
子
」
な
ど
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
巻
一
二

川
書
底
昭
和
五
九
年
所
収

(
註
二
一
)
大
林
太
良
「
本
邦
鉄
人
伝
奇
」
『
季
刊
民
話
』
二
昭
和
五

O
年

他

(
註
二
二
)
「
都
名
所
図
会
」
六
巻
六
冊
秋
里
離
島
宝
永
九
年
(
一
七
八

O
)
『
京
都

叢
書
』
六

(
註
一
一
三
)
「
京
町
鑑
」
二
巻
二
冊
車
田
鈍
永

(
註
二
四
)
「
京
都
坊
目
誌
」
碓
井
小
三
郎

七
3
二一

黒
川
道
祐

原
稿
、
出
版
明
治
四

北
村
季
吟

貞
享
元
年
〈
一
六

昭
和
五
八
年角

宝
暦
四
年
(
一
七

O
七
)
『
京
都
叢
書
』

大
正
五
年
(
一
九
二
ハ
)
『
京
都
議
書
』

義
経
束
下
り
に
お
け
る
伝
説

(
一
)
出

発

父
の
仇
討
に
平
家
討
伐
の
野
心
を
抱
い
た
牛
若
丸
は
陸
奥
の
国
の
藤
原
秀
衡

を
頼
っ
て
鞍
馬
山
を
脱
出
し
東
北
に
向
か
う
。
手
引
き
を
し
た
の
は
砂
金
商
人

「
金
売
り
吉
次
(
橘
次
末
春
)
」
で
、
そ
の
館
は
現
在
の
上
京
区
智
恵
光
院
通

今
出
川
上
ル
桜
井
町
の
首
途
八
幡
宮
の
地
と
さ
れ
て
い
る
。

「
京
羽
二
重
織
留
」
に

橘
次
が
井

東
北
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
十
七
号

二
O
一
五
年
十
二
月

西
陣
五
辻
の
南
さ
く
ら
井
の
辻
子
に
あ
り

此
井
大
に
し
て
水
あ
ま
た
清
冷
な
り

伝
云
金
売
吉
次
末
春
が
宅
地

な
り
と

源
の
よ
し
つ
ね
橘
次
に
し
た
が
ひ
て
あ
づ
ま
に
く
だ
り
し
時
に
此
地
よ
り

首
途
(
か
ど
で
)
し
た
ま
ふ
と
也

「
名
所
都
鳥
」
に
も

橘
次
が
井

西
陣

愛
宕
郡

五
辻
の
南

桜
井
の
辻
子
に
有

商
人
橘
次
末
春
が
屋
敷
の
跡
也
。

此
井
大
き
に
し
て
清
(
す
め
り
)
。
奥
州
下
り
の
首
途
の
時
も
此
所
よ
り

出
て
お
も
む
か
れ
た
り
。
又
妙
心
寺
の
東
に
あ
る
屋
敷
の
跡
と
も
い
ひ
門
出

の
水
と
い
う
ふ
は
大
き
に
あ
や
ま
れ
り
。
そ
れ
は
む
か
し
官
家
木
辻
氏
の
新

館
な
る
を
橘
次
と
批
哨
し
た
る
也
。

妙
心
寺
付
近
の
「
木
辻
」
の
井
戸
が
誤
伝
で
あ
る
こ
と
は
「
京
羽
二
重
織
留
」

に
も
見
え
る
。

こ
れ
牛
若
を
と
も
な
ひ
し
金
売

45 

「
薙
州
府
志
」
(
註
二
五
)
に
は

橘
次
井

在
西
陣
五
辻
南
桜
井
辻
子
相
伝
此
処
賀
金
商
橘
次
末
春
之
宅
地
也

此
井
大
而
水
又
清
冷
也
源
義
経
従
橘
次
東
行
時
自
此
処
首
途

文
妙
心
寺
南
門
東
有
木
辻
村
是
古
官
家
木
辻
之
領
所
而
干
今
有
第
宅
之

跡
土
人
誤
木
辻
為
橘
次
村
中
一
筒
井
亦
号
出
門
(
か
ど
で
)
之
水

義
経
首
途
日
所
用
之
井
也
云
皆
是
謬
伝
也

是



い
以
町
仰
の
脱
出
拭
総
伝
説
と
み
ち
の
く
の
彩

橘次の井戸、桜井公園

製
作
は

「点
初
瓦
水
の

一
、
桜
井、

一
名
山
次
の
ル
」
と
さ
れ
る
比
一
ド
形
の

油
収
を
中
心
と
し
た
桜
井
公
附

(凶
版
七
)
と
、
そ
の
凶
の
山
崎
状
の
盛
り

t

k
のい
U
途
八
幡
神
社

(凶
版
八
)
か
ら
な
っ
て
い
る
。

仏川
田
文
衛
博
L
L

は
こ
の
地
を
陸
奥
川
の
校
聞
か
ら
郎
の
此
族
た
ち
に
頁
納
物

を
運
ぶ
た
め
の
出
先
機
関

「平
泉
第
」
と
般
定
さ
れ
た

(註
二
問
)。

角
田
博

十
-
は
本
代
け
で
ま
た
、
牛
若
丸
が
秀
衡
を
傾
っ
た
型
巾
に
つ
い
て
も
、
陸
奥
守
、

図版七

鎖
守
府
将
軍
を
は
M

め
た
後
平
泉
に
滞
介忙
し
、

そ
の
・叫
が
秀
衡
の

E
・
藤
原
袋
衡

の
円
で
あ
っ
た
必
原
基
成
と
、
品川
船怖が
阿川
附
し
た
一
条
長
成
は
と
も
に
権
中
納

首
藤
原
長
忠
の
子
係
と
い
う
附
係
で
、
こ
の
過
激
思
想
の
少
年
を
千
家
か
ら
護

る
た
め
相
談
の
上
、
平
泉
に
赴
か
せ
た
の
で
は
、
と
も
々
証
さ
れ
た
。

(
ニ
)
蹴
上
の
伝
説
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首途八幡、石段の上に社殿がある

士
円
次
と
共
に
奥
州
に
旅
立
っ
た
牛
石
丸
に
ま
つ
わ
る
地
名
起
訴
伝
説
が
あ
る
。

点
都
市
街
か
ら
米
国
に
行
く
道
筋
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、

u
h米海
道
は
三
条

大
橋
か
ら
栗
田
口
を
経
・
印
し
て
い
米
山
を
越
え
、
山
科
に
向
か
う
。
辺
路
が
山
道

に
さ
し
か
か
る
所
を

「蹴
上

(け
あ
げ
)
」
と
い
い
、
現
在
は
地
下
鉄
蹴

t
駅

が
あ
る
。

「
』
以
羽

主
織
制
」
に

蹴
仁
水

.
卜
東
川
口
に
あ
り
。
九
郎
よ
し
つ
ね
小
作れ
た
り
し
時
、

ド
b
m
ド
Jvh
H

“
里
町

e
g
-
-
A
'
EB

を

か
ね
尚
人
偏
次
本
ぷ
に
し
た
が
ひ
い米
に
お
も
む
く
時
此
所
に
て
附
似

奥
山
に
あ
ふ
。
奥
山
は
夫
般
の
川
の
川
上
に
し
て
民
に
乗
り
ぷ
附
に
人
る
、

図版八

奥
山
が
郎
党
あ
や
ま
り
て
此
水
を
蹴
上
て
よ
し
つ
ね
の
ぷ
を
汚
し
ぬ
。
よ
し

つ
ね
其
無
礼
を
怒
り
興
市
が
郎
党
数
十
人
を
き
り
こ
ろ
し
、

猶
又
奥
山
が
ヰ



は
な
を
そ
い
で
追
い
は
な
っ
。
牛
若
束
行
首
途
の
吉
事
な
り
と
よ
ろ
こ
び
た

ま
ふ
と
云
々

ま
た

血
洗
池

誕
地

下
一
柴
田
蹴
上
の
水
の
辺
に
あ
り

い
に
し
へ
源
九
郎
義
経
牛
若
た

伝
云

り
し
と
き
此
所
に
て
聞
は
ら
興
市
に
逸
ひ
て
興
市
が
家
人
数
十
人
斬
こ
ろ
し

其
太
万
を
此
水
に
て
あ
ら
ひ
た
ま
ふ
と
也

「名
所
都
鳥
」
に
は

蹴
上
の
水

下
一柴
田
に
有

源
の
識
経
牛
若
と
き
こ
へ
し
時

く
ら
ま
山
を
出

金
売

興
市
は
み

橘
次
と
、
も
な
ひ
て
奥
州
に
く
だ
る
愛
に
て
関
原
興
市
に
逸

の
、
国
の
住
人
な
り
し
が
京
へ
来
る
に
郎
党
数
十
人

此
所
の
水
を
あ
や

其
無
礼
を
い
か
り
で
切
あ
ひ
し
た
り

ま
っ
て
蹴
あ
げ
義
経
に
か
、
る

車冬

に
興
市
が
耳
は
な
を
そ
い
で
追
は
な
つ

ま
こ
と
に
門
出
よ
し
と
よ
ろ
こ
び

て
下
ら
れ
け
る

今
此
水
を
あ
や
ま
っ
て
関
の
清
水
と
い
ふ
も
の
有

聞
の

清
水
は
大
津
の
西

お
い
わ
け
に
有

「薙
州
府
志
」
に
は

蹴
上
水

在
下
栗
田

源
説
経
為
牛
弱

(・
っ
し
わ
か
)
時

出
鞍
馬
山
従
賀
金
商

師
側
次
末
ぷ
而
ぃ
米
行

於
悲
逸
聞
.
ぬ
興
市
々
々
美
濃
国
之
士
也

騎
馬
入
京

師

共
従
者
十
人

誤
蹴
斯
水
汚
義
経
衣

義
経
怒
其

意
気
掛
々
然
列
行

ぃ
米
北
文
化
研
究
所
紀
要

第
四
卜
七
日
ザ

ニ
O
一
五
年
卜
二
月

無
礼
抜
万
斬
従
者
十
人

首
途
之
吉
兆
也

今
誤
断
水
称
関
消
水

殺
奥
市
之
耳
品

而
放
之

関
清
水
在
近
江
国
大
津
之
西

追

「山
城
名
勝
志
」
に
も

蹴
上
水

【在
栗
田
口
神
明
山
東
南
麓
土
人
云
関
原
与
一
重
治
被
討
所
】

安
元
三
年
初
秋
頃
美
濃
国
ノ
住
人
関
原
奥
市
重
治
ト

私
用
ノ
事
ア
リ
テ
江
州
ニ
赴
タ
リ

分
東

ま
た

地
(
胤
)
洗
池

義
経
斬
奥
市

従
而
後
洗
万
処
也

興
本
義
経
記
云

云
者
在
京
シ
タ
リ

義
経
菩
以
為
束
行

山
階
の
辺
ニ
テ
御

掛
奉
ル

重
治

ハ
馬
上
也

義
経
其
無
礼
ヲ
後
テ
及
闘
争

折
節
雨
ノ
後
-
一
テ
蹄
跡
-
一水
ノ
有
シ
ヲ
蹴
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曹
司
ニ
行
進

市
一治
終
討
レ
家
人
ハ
逃
去
ヌ
。

蹴上の義経大日図版九



い以
蜘仙の
源
ha経
伝
説
と
み
ち
の
く
の
彩

ゐ・玄:

3:; 
号-3:

jf 
-村:

9・'Uヘ:

山科区御陵血洗町

義経血洗いの池伝承地

図版ー0喜多流謡本

「関原興市J
図版一一

「近
畿
歴
覧
記
」
「
京
都
坊
目
誌
」
に
も
簡
単
だ
が
同
様
の
記
事
が
あ
る
。

蹴
上
の
清
水
は
今
所
在
不
明
だ
が
、
琵
琶
湖
疎
水
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
の
上
端
近

く
、
政
・
水
工
引
殉
難
民
引
出
辺
倒
と
住
ん
で

「
義
経
大
H
。
開
凶
即
興
市
と
そ
の
-
M
4

米
の
供
益
仏
」
と
称
す
る
石
仏
が
あ
る

(凶
版
九
)。
実
際
は
鎌
灯
時
代
の
阿

弥
陀
石
仏
で
あ
る
。
ま
た
伝
説
で
は
蹴
上
の
近
く
だ
が
、
現
在
は
け
問
峠
を
越

え
て
山
科
に
下
り
た
所
に
山
科
区
御
陵

(み
さ
さ
ぎ
)
血
洗
町
が
あ
り

(同
版

一
O
)、
こ
こ
に
義
純
血
沈
池
の
跡
と
、
隣
接
す
る
ぷ
郎
薬
科
大
学
迎
動
場
内

に

「義
経
腰
燐
石
」
が
あ
る
。
御
陵
の
地
名
か
ら
分
か
る
よ
う
に
天
智
天
虫
山

科
陵
の
併
で
あ
る
。

こ
れ
も
正
史
に
な
い
話
で
、
応
体
博
士
は

「
鉾

『鞍
馬
出
』
、
話
山

『
関
原

奥
山
』
が
山
山内
、
熊
坂
長
範
伝
説
と
同
様
競
虫
型
虫
者
却
に
凶
す
る
脱
武
州中一か

っ
州
戦

m一
説
活
」
と
し
て
い
る
。
一品
山

『
閃
即
興
市
』
(詑
ニ
冗
)
で
は
興
市

は
英
政
国
小
山
で
牛
行
と
山
会
い
、

「七
寸
騎
」
の
即
強
な
郎
党
も
ろ
と
も
こ

の
少
年
に
全
滅
さ
せ
ら
れ
、
馬
を
奪
わ
れ
た
と
訴
の
脱
肢
が
大
き
く
な
っ
て
い

る

(図
版

一
一
)
。
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(三
)
そ
の
他
の
東
行
に
ま
つ
わ
る
伝
説

半
以
に
向
か
う
途
・
中
、

『義
経
記
』
で
は
近
江
鋭
の
術
で
育
次
の
隊
聞
を
盟

う
盗
賊
団

「
出
羽
の
由
利
太
郎
、
越
後
の
藤
沢
人
道
、
信
濃
の
佐
久
太
郎、

述

江
の
苅
興
市
、
駿
河
の
興
津
十
郎
、
上
野
の
畳
間
源
八
ら
二
十
五
人
の
盗
峨
」

と
闘
い
、
山
利
太
郎
以
下
五
人
ま
で
の
片
を
取
っ
た
。
そ
の
後
厄
必
川
熱
川
川
仰

山
で
一バ
服
し
狐
九
郎
諸
経
と
名
乗
っ
た
と
あ
る

(元
服
も
鏡
の
約
で
行
っ
た
と

す
る
物
語
も
あ
る
)。

こ
の
物
語
が
脚
色
さ
れ
、
大
盗
蹴
熊
坂
長
範
と
牛
若
丸
と
の
戦
い
に
な
り
、

ま
た

「
山
中
常
盤
伝
説
」
と
い
い
、
鞍
馬
を
出
た
牛
若
を
追
っ
て
き
た
常
盤
は

熊
岐
に
殺
さ
れ
て
お
り
、
牛
行
は
知
ら
ず
に
ほ
の
仇
を
討
っ
た
と
い
う
伝
説
に



も
な
っ
て
い
る
。
史
実
で
は

『吾
妻
鏡
』
に
常
盤
は
義
経
逃
亡
後
も
生
存
し
て

い
た
事
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
。

牛
若
成
長

・
東
下
り
の
段
で
語
ら
れ
る
伝
説
に
は
辻
斬
り
、
蹴
上
で
の
虐

殺
、
強
盗
団
退
治
と
血
な
ま
ぐ
さ
い
話
が
続
く
。
島
津
博
士
は

「
競
勇
勇
者
認
」

曽

・
平
家
討
伐
の
超
人
的
な
活
躍
を
合
理
化
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

と
し
て
お
ら
れ
る
が
、

兵
法
書
の
入
手
な
ど
そ
の
後
の
短
く
も
華
々

し
い
木

東
へ
の
旅
を
続
け
る
義
経
に
は
、
さ
ら
に
一

三
河
安
城
で
病
死
す
る
が
薬
師

如
来
の
化
身
浄
瑠
璃
脱
に
よ
っ
て
蘇
生
さ
せ
ら
れ
る
」
話
が
あ
る
、
愛
知
県
岡

崎
市
に
は

「
浄
瑠
璃
脱
の
供
養
塔
」
(
図
版
=
乙
が
あ
る
。
ま
た
都
に
戻
り
、

軍
学
者
鬼
一
法
眼
の
秘
蔵
す
る
兵
法
の
告
「
虎
の
巻
」
を
入
手
す
る
話
も
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
郁

・
み
ち
の
く
と
は
附
係
が
な
い
話
で
あ
る
。
室
町
物
語
の
『
判

官
み
や
こ
ぱ
な
し
』
で
は
平
泉
か
ら
都
の
鬼

一
判
官
の
元
に
軍
学
を
学
び
に
米

た
義
経
は

「奥
州
は
平
泉
の
い
わ
て
、
く
り
は
ら
山
の
者
に
て
候
」
と
名
乗
る
。

東
北
文
化
研
究
所
紀
袋

第
四
卜
七
号

二
O
一五
年
十
二
月

岡崎市浄瑠璃姫

供養塔

図版一二

都
で
適
当
な
地
名
を
引
用
し
て
創
作
し
た
と
想
像
で
き
る
名
乗
り
で
あ
る
。

な
お

「虎
の
巻
」
の
入
手
に
つ
い
て
は
室
町
時
代
の
物
語
に

「御
曹
司
島
わ

た
り
」
が
あ
る
(
註
二
八
)
。
も
と
は
江
戸
時
代
の
成
立
と
さ
れ
て
い
た
が
、

文
屯

・
永
正
ご
ろ
の
成
立
と
さ
れ
る
「
天
狗
の
内
裏
」
に

「
鬼
の
大
王
か
ら
兵

法
の
虎
の
巻
を
奪
う
」
話
が
出
て
お
り
、
中
世
に
遡
る
物
語
と
判
明
し
た
と
言

ぅ
。
平
泉
滞
在
中
の
義
経
が
、
鞍
馬
天
狗
の
太
郎
坊
に

「
蝦
夷
が
島
き
け
ん
城

の
鬼
の
大
王
が
兵
書

『
虎
の
巻
四
二
巻
』
を
所
持
す
る
」
と
言

っ
た
の
を
思
い

出
し
、
四
国
土
佐
固
か
ら
高
麗
航
路
の
船
を

一
隻
買
い
取
り
、
馬
入
国
・
女
謹

島

・
小
人
国

・
か
し
ま
向

(
傑
国
)
な
ど
を
流
抽
出
の
末

「
え
ぞ
が
品
」
に
至
り
、

相
模
国
江
ノ
島
の
弁
財
天
の
化
身

「朝
日
天
女
」
の
助
け
で
山
地
の
大
王
の
硲
伝

舎
を
被
写
、

「牛
頭
馬
頭
阿
房
縦
刺
」
の
迫
撃
を
振
り
切
っ
て

「
と
さ
の
み
な
と
」

49 

(
体
峰
十
三
淡

?
)
に
戻
る
話
で
あ
る
。
山
津
博
士
は

「義
経
地
獄
廻
り
(
天

狗
の
内
裏
)」

問
機
に
中
国
の
説
話
ゃ
、
あ
る
い
は
南
蛮
人
に
よ
り
伝
わ
っ
た

凶
欧
の
伝
説
が
影
響
し
て
い
る
と
考
日
航
さ
れ
て
い
る
。
義
経
が
筒
の
雌
力
で
危

機
を
脱
す
る
話
を
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
に
、
異
形
の
山
め
ぐ
り
を
ス
ィ
フ
ト
の

『
ガ

リ
ヴ
ァ

l
旅
行
記
』
(初
版
は

一
七
二
六
年
な
の
で
そ
の
原
形
)
と
も
比
較
し

て
お
ら
れ
る
が
、
筆
者
に
は

「百
合
若
大
臣
物
語
」
の
如
く
オ
デ
ッ
セ
イ
の
影

山
部
も
あ
る
の
で
は
と
思
わ
れ
た
。

(柱
二
五
)
「
雑
州
山
川
志
」
十
巻
十
附

一O

(
註
二
六
)
角
山
文
衛

「平
泉
と
平
安
京
|
|
必
原
三
代
の
外
交
政
策
」
『奥
州
平
泉
黄
金

以
川
辺
仲
附

虫
学
三
年
(
一
六
八
六
)
『京
都
波
市
内
』



京
都
の
源
義
経
伝
説
と
み
ち
の
く
の
影

の
世
紀
』
新
潮
社
と
ん
ぼ
の
本
昭
和
六
二
年
(
一
九
八
七
)

(
註
二
七
)
謡
曲
喜
多
流
『
関
原
興
市
』
明
治
コ
二
年
訂
正
再
版
、
明
治
四
三
年
三
版

に
よ
る

(
註
二
八
)
「
御
曹
司
島
わ
た
り
」
(
仮
題
)
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
三
、
角
川
書
庖

和
五

O
年

昭

四

悲
劇
の
生
涯
の
史
実
と
伝
説

(
一
)
平
家
追
討
の
戦
い

治
承
四
年
(
一
一
八

O
)
四
月
に
発
せ
ら
れ
た
高
倉
宮
以
仁
王
の
平
氏
追
討

の
令
旨
が
諸
国
に
届
き
、
以
仁
王
戦
死
の
後
に
も
諸
国
の
源
氏
が
続
々
旗
揚
げ

し
、
伊
豆
の
源
頼
朝
も
挙
兵
、
平
泉
の
義
経
も
奥
州
の
兵
を
引
き
連
れ
黄
瀬
川

で
兄
頼
朝
と
面
会
す
る
。

『
義
経
記
』
で
は
秀
衡
が
和
泉
冠
者
に
命
じ
て
陸
奥
・
出
羽
の
軍
勢
を
集
め

よ
う
と
し
た
が
義
経
は
「
遅
れ
て
は
い
け
な
い
」
と
三
百
余
騎
を
賜
り
、
兄
の

元
に
向
か
う
。

興
味
深
い
の
は
三
百
騎
を
「
馬
の
腹
筋
馳
せ
切
り
、
腔
の
砕
く
る
を
も
知
ら

ず
」
強
行
軍
さ
せ
た
の
で
伊
達
の
大
木
戸
を
越
え
て
行
方
原
(
西
白
河
郡
)
に

至
っ
た
時
は
百
五
十
騎
に
減
っ
て
お
り
、
「
百
騎
が
十
騎
に
な
ら
ん
ま
で
も
打

て
や
者
ど
も
、
後
を
顧
み
る
べ
か
ら
ず
」
と
速
度
を
ゆ
る
め
ず
、
武
蔵
に
つ
い

た
と
き
は
八
十
五
騎
に
減
っ
て
い
た
、
と
あ
る
。

頼
朝
は
こ
れ
に
「
我
ら
の
先
祖
八
幡
太
郎
義
家
」
が
二
三
年
の
合
戦
(
後
三

年
役
)
で
大
敗
し
た
時
、
弟
の
新
羅
三
郎
義
光
が
職
を
な
げ
う
ち
駆
け
付
け
て

く
れ
た
時
の
喜
び
に
「
い
か
で
か
勝
る
べ
き
」
と
喜
ぶ
の
で
あ
る
が
、
義
光
は

「
二
百
余
騎
に
て
下
ら
れ
け
る
路
次
に
て
勢
打
ち
加
わ
り
三
千
余
騎
に
て
厨
川

に
」
来
た
と
言
っ
て
い
る
の
は
義
経
の
落
伍
者
放
棄
の
強
行
軍
を
さ
り
気
な
く

批
判
し
て
い
る
言
葉
で
、
『
義
経
記
』
成
立
の
時
に
は
義
経
の
戦
い
方
が
こ
の

よ
う
な
伝
説
と
し
て
人
々
に
臆
愛
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

無
事
頼
朝
と
面
会
し
た
義
経
は
し
ば
ら
く
鎌
倉
に
止
ま
り
、
寿
永
二
年
(
一

一
八
三
)
、
蒲
冠
者
範
頼
と
共
に
鎌
倉
勢
を
率
い
て
上
洛
、
木
曽
義
仲
を
近
江

粟
津
に
敗
死
さ
せ
る
。

高
橋
富
雄
博
士
は
こ
の
前
後
の
『
玉
葉
』
『
吉
記
』
を
引
い
て
都
の
貴
族
た

ち
が
範
頼
よ
り
九
郎
義
経
の
方
に
深
く
興
味
を
も
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
た

が
、
出
自
や
少
年
時
代
の
都
で
の
挙
動
か
ら
、
坂
東
武
者
よ
り
組
み
や
す
い
人

物
と
目
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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都
に
入
っ
た
義
経
は
直
ち
に
寿
永
三
年
(
元
暦
元
年
)
正
月
二
十
九
日
に
都

を
出
、
二
月
に
一
の
谷
、
翌
寿
永
四
年
(
文
治
元
年
)
二
月
に
は
四
国
に
渡
り

牟
礼
・
高
松
・
屋
島
で
平
氏
を
破
り
、
三
月
二
四
日
に
は
壇
ノ
浦
で
平
家
を
全

滅
さ
せ
て
し
ま
う
。
息
を
突
か
せ
ぬ
追
撃
ま
た
追
撃
の
鮮
や
か
な
勝
利
で
あ
る

が
、
同
時
に
関
東
武
者
の
反
感
を
買
っ
た
の
は
、
平
泉
か
ら
黄
瀬
川
ま
で
に
三

百
騎
が
八
五
騎
に
な
る
よ
う
な
、
平
氏
は
お
ろ
か
関
東
武
者
も
時
易
す
る
ほ
ど

の
、
騎
馬
隊
の
速
度
を
最
大
限
に
利
用
し
た
戦
法
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
こ

と
は
先
学
の
注
意
す
る
所
で
あ
る
。

こ
れ
が
名
馬
の
産
地
、
北
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
秋
馬
(
て
き
ば
)
の
技
術
も
取

り
入
れ
、
蝦
夷
の
時
代
か
ら
騎
馬
隊
を
主
力
と
し
て
広
大
な
東
北
の
山
野
を
駆

け
回
っ
て
い
た
「
み
ち
の
く
の
騎
馬
戦
法
」
な
の
だ
と
考
え
た
い
の
だ
が
、
如



何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
後
中
世
を
通
じ
て
、
或
い
は
北
畠
顕
家
や
伊
述
政
宗
が

都
と
そ
の
周
辺
で
見
せ
た
東
北
の
騎
馬
隊
の
威
力
も
義
経
伝
説
の
脚
色
に
力
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

会
己
堀
河
夜
討
と
逃
亡

文
治
元
年

(
一
一
八
五
)
、
三
月
に
壇
ノ
浦
で
平
家
を
誠
亡
さ
せ
た
後
京
都

に
戻
っ
た
義
経
は

一
月
も
立
た
ず
に
頼
朝
と
不
和
に
な
り
、
急
法
鎌
倉
に
下
向

し
て

「腰
越
状
」
を
頼
朝
に
送
る
も
許
さ
れ
ず
、
十
月
一
七
日
に
は
鎌
倉
の
刺

客
土
佐
房
昌
俊
の
夜
討
ち
を
受
け
た
。
京
都
の
滞
在
地
は
武
家
源
氏
重
代
の
館

で
あ
っ
た
六
条
堀
河
と
い
い
、
現
在
の
下
京
区
佐
女
牛
井
(
さ
め
が
い
)
町
の

周
辺
と
さ
れ
て
い
る
。
醒
ケ
井
は
名
水
で
知
ら
れ
た
が
堀
河
通
拡
強
で
道
路
の

東
北
文
化
研
究
所
紀
要

第
四
十
七
号

佐女牛井跡

堀河館の跡とされる

図版一三

二
O
一
五
年
十
二
月

下
と
な
り
、
現
在
は
石
碑
が
残
る
の
み
で
あ
る

(図
版

一
三)。

「
京
雀
」
(
註
二
九
)
に

楊
栴

(や
ま
も
も
)
町

仙
こ
う
ぢ
を
西
へ
入
町
よ
り
さ
め
が
井
通
ま
で
の
あ
ひ
だ
に
六
条
ほ
り
川

の
御
所
と
て
九
郎
判
官
義
経
す
み
給
へ
り
。
椀
川
夜
打
は
此
所
に
て
侍
り
と

か
や
。

「京
羽
二
重
」
に

源
義
経
古
館

楊
梅
(
や
ま
も
も
)
通
の
北
あ
ふ
ら
の
小
路
の
に
し
口
に
六
条
ほ
り
川
の

御
所
と
て
九
郎
判
官
よ
し
つ
ね
の
住
み
給
ひ
し
御
所
あ
り
。
土
佐
坊
打
手
に

上
が
り
し
堀
川
夜
討
も
愛
の
事
也
。
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今
竹
薮
茂
り
其
跡
ば
か
り
残
れ
り
。

「京
羽
二
重
」
に
ま
た
、

甑

識

経

古

館

旧
地

楊
梅
通
の
北
あ
ぶ
ら
の
小
路
の
に
し
に
六
条
ほ
り
川
の
御
所
と
て
九
郎
判

官
よ
し
つ
ね
の
す
み
給
ひ
し
御
所
あ
り
。
土
佐
坊
打
手
に
上
が
り
し
捌
川
夜

討
も
安
の
事
也

「京
羽
二
重
織
留
」
(
註
三

O
)
に

武
蔵
坊
居
所

伝
云

二
条
河
原
の
東
南
に
あ
り

い
に
し
へ
弁
鹿
よ
し
つ
ね
に
し
た

が
っ
て
京
都
に
侍
る
と
き
は
此
所
に
住
居
す
と
、

土
佐
坊
主
正
俊
よ
し
つ
ね



京
都
の
源
義
経
伝
説
と
み
ち
の
く
の
影

堀
河
の
屋
形
を
せ
む
る
時
も
弁
慶
馬
を
馳
せ
て
此
所
よ
り
趣
し
な
り

此
所
農
業
を
せ
ず
し
て
荒
地
な
り
世
に
弁
慶
が
芝
と
号
す
。

メ』
マ
iこ

弁
慶
芝
に
つ
い
て
は
「
名
所
都
鳥
」
に
も

弁
慶
芝

愛
宕
郡

二
条
河
原
の
東
南
に
有
。
む
か
し
む
さ
し
坊
弁
慶

に
と
も
な
ひ
京
に
来
る
時

義
理
(
原
文
マ
マ
)

ま
ず
愛
に
居
宅
を
か
ま
ふ
。
此
地
い
ま
に
た
が

や
さ
ず
。

同
様
の
記
事
が
「
羅
州
府
志
」
他
に
も
見
え
る
が
、
現
在
は
ど
こ
か
不
明
で
あ

又
V

。「
京
町
鑑
」
に

金
仏
下
町

油
小
路
の
西
醒
井
の
南

正
俊
討
手
に
上
京
し
て
一
戦
あ
り
し

昔
源
九
郎
判
官
義
経
の
御
居
館
有
し

世
に
堀
河
夜
討
と
い
ふ
も
此
所
の
地

土
佐
坊

(
下
略
)

他
に
も
、
微
妙
に
位
置
が
違
っ
て
い
る
が
堀
河
五
条
か
ら
六
条
に
か
け
て
の
地

が
堀
河
館
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
京
羽
二
重
織
留
」
な
ど
に
は
四
条
猪
熊
に

「
義
経
太
万
掛
松
」
が
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
細
川
頼
有
の
墳
墓
だ
と

さ
れ
て
い
る
。

夜
討
ち
に
失
敗
、
弁
慶
に
諮
問
さ
れ
て
嘘
で
逃
れ
、
最
後
は
捕
え
ら
れ
処
刑

さ
れ
た
土
佐
房
昌
俊
(
土
佐
坊
正
尊
)
は
謡
曲
『
正
尊
』
と
な
っ
て
人
々
に
知

ら
れ
て
い
た
の
か
、

「
京
町
鑑
」
に

中
金
仏
町

此
辺
古
云
(
土
)
佐
坊
昌
俊
頼
朝
公
の
御
上
意
を
請
義
経
の
討
手
に
上

り
し
時
の
旅
宿
有
し
旧
地
也

「
日
次
記
事
」
(
註
三
一
)
に
は

十
月
二
十
六
日

土
佐
坊
昌
俊
忌
【
東
鑑
日
文
治
元
年
十
月
十
七
日
夜
侵
入
堀
河
源
義
経

之
館
:
:
:
】
敗
北
。
鞍
馬
山
ノ
宗
徒
捉
エ
此
ノ
日
六
条
河
原
ニ
テ
謙
サ
レ
ル
。

ま
た
「
京
雀
」
に

四
条
通
祇
園
御
旅
所

又
こ
の
御
旅
所
の
南
の
か
た
に
西
向
き
小
社
あ
り
、
世
に
い
ひ
っ
た
ふ
是

は
土
佐
坊
正
尊
が
社
也
。
そ
の
か
み
頼
朝
の
仰
に
依
り
て
九
郎
判
官
義
経
の

打
手
に
の
ほ
り
此
事
露
見
し
て
六
条
堀
川
の
御
所
に
め
し
ょ
せ
ら
れ
、
義
経

の
前
に
て
打
手
の
使
に
あ
ら
ず
く
ま
野
ま
う
で
の
た
め
也
と
い
ふ
起
請
文
か

き
た
り
。
主
君
の
御
た
め
に
罰
を
か
へ
り
み
ず
お
そ
ろ
し
き
起
請
文
か
き
け

る
は
忠
あ
り
と
い
へ
ど
そ
の
む
く
ひ
に
や
正
尊
つ
ひ
に
義
経
の
館
に
夜
う
ち

し
て
い
け
ど
ら
れ
こ
ろ
さ
れ
た
り
。
か
の
起
請
文
を
も
の
う
き
事
に
お
も
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ひ
、
今
は
神
と
い
は
、
れ
て
世
の
人
の
起
論
文
の
罰
の
身
か
は
り
に
立
へ
し

と
い
へ
る
。
願
あ
り
と
に
や
此
故
に
十
二
月
大
晦
日
の
日
は
京
中
の
商
人
空

証
文
の
ほ
ど
こ
し
に
此
社
へ
ま
う
で
て
い
の
り
ま
い
ら
す
る
と
い
ふ
。



「
日
次
記
事
」
に
は
十
月
二
十
日
に

四
条
京
極
冠
者
殿
社
参
詣

俗
ニ
伝
フ

此
ノ
神
偽
胤
ノ
罪
ヲ
免
レ
シ
ム
故
-一一附
日
此
社
-一
詣
テ
欺
キ

売
ル
ノ
非
ヲ
紘
フ
故
-一
今
日
参
詣
ス
。
(中
略
)

世
ニ
或
ハ
土
佐
坊
日
出
俊
ト
、
昌
俊
ハ
義
経
ノ
前
ニ
於
テ
追
討
ノ
使
ナ
ラ
ズ

ト
偽
リ
テ
哲
フ

救
フ
ト
。
未
ダ
然
リ
ヤ
否
ヤ
ヲ
知
ラ
ズ
。

此

ニ
テ
神
間
ニ
因
リ
殺
サ
ル
ル
故
ニ
他
人
ノ
偽
哲
ノ
非
ヲ

と
、
弁
庇
に
迫
ら
れ
て
熊
野
牛
王
の
・誕
に
偽
の
証
文
を
哲
い
た
の
で
、
死
後
阿

通
り
の
拡
張
で
移
転
し
、

品
地
獄
へ
落
ち
た
が
、
偽
証
文
の
罪
を
免
除
す
る
神
に
な
っ
た
と
あ
る
。
凹
条

い
ま
八
坂
神
社
御
旅
所
の
西
の
「
冠
者
殿
社
し
が
そ

れ
で
あ
る
と
言
う
(
図
版
一
四
)
。

京
北
文
化
研
究
所
紀
要

第
凶
十
七
号

土佐房昌俊を肥る冠者殿社

左は祇園御旅所

図版一四

二
O
一
冗
年
十
一一

μ

後
白
河
法
皇
よ
り
兄
頼
朝
の
追
討
の
院
宣
を
受
け
た
義
経
は
大
物
浦
か
ら
西

国
に
逃
れ
よ
う
と
し
て
迎
灘
、
吉
野
に
逃
げ
、
以
後
平
泉
に
か
く
ま
わ
れ
て
い

る
事
が
判
明
す
る
ま
で
姿
を
消
す
。
『
吾
妻
鋭
』
に
は
潜
伏
先
の
探
索
、
ほ
作
一
山

盤
の
取
り
調
べ
、
抑
御
前
の
物
語
な
ど
を
記
録
し
、
伝
説
は
大
物
浦
沖
で
の
平

家
の
怨
霊
を
弁
慶
の
祈
り
で
退
散
さ
せ
、

吉
野
か
ら
の
脱
出
、
山
伏
に
変
装
し

て
の
安
宅
の
聞
で
の
物
語
な
ど
多
彩
で
あ
る
。

義
経
に
奥
州
か
ら
従
っ
た
佐
藤
継
(
嗣
)
信

・
忠
信
兄
弟
の
う
ち
兄
継
信
は

屋
島
の
戦
い
で
義
経
を
庇
っ
て
戦
死
、
弟
忠
信
は
義
経
脱
出
後
、
文
治
二
年
九

月
二

O
日
六
条
期
河
館
で
鎌
倉
勢
と
闘
い
切
腹
す
る
の
で
あ
る
が
、

コ
口
小
羽
二
重
織
留
」
に

佐
藤
忠
信
屋
敷

七
条
の
坊
門
ふ
ど
う
堂
の
東
南
に
あ
り
(
中
略
)
此
所
耕
作
せ
ず
し
て
荒
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地
な
り

忠
信

一
男
子
あ
り

武
家
に

成
長
の
後
坊
門
--一
郎
と
号
す

凡

あ
り
て
坊
門
と
名
乗
り
す
る
は
お
ぼ
く
は
是
佐
藤
が
苗
荷
也

「京
都
坊
日
誌
」
に

佐
藤
継
信
忠
信
の
枇

中
御
門
束
澗
院
ニ
在
り
。
今
其
所
を
知
ら
ず
。

ま
た
二
人
の
供
養
培
が
馬
町

(現
在
は
京
都
凪
立
同
物
館
内
に
移
転
)
に
あ

る
こ
と
も

「都
名
所
図
会
」
な
ど
に
見
え
る
。
最
後
ま
で
忠
義
を
口
い
た
家
臣

と
し
て
評
判
が
高
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。



京
都
の
源
義
経
伝
説
と
み
ち
の
く
の
影

(
三
)
義
経
由
害
と
そ
の
後
の
伝
説

文
治
三
年
(
一
一
八
七
)
平
泉
に
た
ど
り
着
い
た
義
経
は
臨
終
の
藤
原
秀
衡

か
ら
後
事
を
託
さ
れ
る
が
、
鎌
倉
と
京
都
か
ら
の
鑓
賞
厳
し
く
、
五
年
間
四
月

に
義
経
一
党
は
高
館
で
殺
害
さ
れ
る
。

「
日
次
記
事
」
に

四
月
晦
日

義
経
忌
【
於
奥
州
衣
川
館
白
書
】
。
武
蔵
坊
弁
慶
忌
。

と
、
都
で
も
そ
の
最
後
は
語
り
継
が
れ
て
い
た
。

藤
原
泰
衡
は
義
経
の
首
級
を
鎌
倉
に
送
る
が
、
前
九
年
役
以
来
奥
州
の
支
配

を
武
家
源
氏
の
悲
願
と
し
て
い
た
頼
朝
は
当
然
許
さ
ず
、
七
月
鎌
倉
軍
が
進
発

す
る
。平

泉
藤
原
氏
は
名
だ
た
る
馬
所
で
あ
る
陸
奥
国
を
支
配
し
、
室
町
物
語
に
は

「
秀
衡
十
八
万
騎
、
関
東
三
十
二
万
騎
」
(
「
天
狗
の
内
裏
」
)
な
ど
と
関
東
武

者
と
互
角
に
戦
え
る
兵
力
と
さ
れ
て
い
た
が
、
義
経
亡
き
後
は
「
百
騎
が
十
騎

に
な
ら
ん
ま
で
」
の
強
行
先
制
攻
撃
も
か
な
わ
ず
、
伊
達
郡
厚
樫
山
の
防
衛
線

が
崩
壊
す
る
と
敗
走
、
泰
衡
は
鎌
倉
に
助
命
を
嘆
願
し
て
部
下
に
殺
さ
れ
、
他

は
な
す
術
も
な
く
降
伏
し
、
同
年
九
月
に
は
平
泉
政
権
は
崩
壊
し
て
し
ま
っ

た
。
京
都
の
研
究
者
に
は
藤
原
氏
三
代
の
平
和
な
時
代
が
続
い
た
の
で
、
平
泉

軍
に
は
源
平
両
氏
の
よ
う
な
戦
闘
力
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
評
さ
れ
て
い
る

(
註
三
二
)
。

島
津
博
士
は
『
義
経
伝
説
と
文
学
』
(
註
二
文
献
)
の
第
二
章
「
義
経
に
関

す
る
主
な
る
諸
伝
説
」
の
最
後
に
「
蝦
夷
渡
伝
説
」
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
「
生

脱
型
伝
説
」
即
ち
非
凡
の
英
雄
の
末
路
が
不
明
の
場
合
に
「
実
は
生
き
て
い
て

・
:
」
と
語
ら
れ
る
伝
説
で
あ
る
と
し
て
、
衣
川
で
自
害
し
た
の
は
影
武
者
の
杉

目
行
信
、
弁
慶
と
義
経
は
脱
出
し
て
北
海
道
に
渡
り
、
さ
ら
に
縫
担
に
至
り
金

国
の
将
軍
と
な
っ
た
、
と
い
う
伝
説
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
北
海
道
の

伝
説
は
金
田
二
尽
助
の
調
査
に
よ
り
、
近
世
の
日
本
人
が
伝
え
、
ユ
ー
カ
ラ
に

登
場
す
る
「
英
雄
と
怪
力
の
従
者
」
に
当
て
は
め
た
物
、
と
判
明
。
そ
も
そ
も

義
経
蝦
夷
地
渡
海
伝
説
は
江
戸
初
期
以
前
に
は
な
い
。
大
陸
へ
渡
っ
た
と
す
る

説
の
根
拠
と
な
る
「
金
史
別
本
列
将
伝
」
な
る
書
は
江
戸
時
代
の
贋
作
、
「
義

経
は
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
也
」
説
に
至
っ
て
は
明
治
一
八
年
の
珍
説
。
と
明
快
に
論

破
さ
れ
た
。
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な
お
同
書
は
、
江
戸
時
代
の
「
義
経
生
存
説
」
を
本
気
で
取
り
上
げ
て
東
北

の
遺
跡
を
探
索
し
た
の
が
仙
台
藩
の
『
奥
羽
観
蹟
聞
老
誌
』
「
義
経
事
実
考
・

付
録
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

『
奥
羽
観
験
問
老
誌
』
(
註
三
三
)
巻
一
七
の
「
事
実
考
」
は
こ
れ
ら
の
説

に
よ
る
「
義
経
勲
功
記
」
、
「
金
史
別
本
列
将
伝
」
を
詳
細
に
紹
介
し
、
明
治
の

『
補
修
編
』
で
も
青
森
県
三
厩
の
「
義
経
の
馬
を
繋
い
だ
岩
屋
」
、
「
竜
馬
山
義

経
寺
」
を
紹
介
し
「
義
経
此
の
地
よ
り
蝦
夷
島
に
渡
れ
り
と
伝
ふ
」
と
真
面
目

に
論
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
悲
惨
な
最
期
を
遂
げ
た
英
雄
へ
の
鎮
魂
伝
説
に

過
ぎ
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。

(
註
二
九
)
「
京
省
」
六
巻
六
冊

中
川
喜
霊

明
暦
四
年
(
一
六
五
八
)
『
京
都
叢
書
』



(
註
三

O
)
「
京
羽
二
重
織
留

哉
書
』
ニ

(
註
三
一
)
「
日
次
記
事
」
十
二
巻
十
二
冊

都
叢
書
』
四

(
註
三
二
)
上
横
手
雅
敬
「
顕
義
経
の
生
涯
と
色
々
な
見
方
」
「
今
な
ぜ
義
経
な
の
か
」

上
横
手
雅
敬
編
『
源
義
経
|
|
流
浪
の
勇
者
』
文
英
堂
二

O
O四
(
平
成
一

六
年
)

(
註
三
三
)
佐
久
間
洞
巌
『
奥
羽
観
蹟
聞
老
誌
』
『
仙
台
叢
書
・
奥
羽
観
蹴
聞
老
誌
・
下
』

昭
和
四
年

六
巻
六
冊

孤
松
子

元
禄
二
年
(
一
六
八
九
)
『
京
都

黒
川
道
祐

延
宝
四
年
(
一
六
七
六
〉
『
京

五

都
と
み
ち
の
く
の
義
経
像

「
東
を
向
い
た
都
」
平
安
京
に
は
東
国
、
そ
れ
も
最
果
て
の
陸
奥
・
出
羽
と

の
関
わ
り
を
も
っ
人
物
の
伝
承
が
多
い
と
気
が
付
い
た
の
で
、
そ
の
代
表
者
と

し
て
坂
上
田
村
麻
目
や
、
東
国
の
武
者
た
ち
を
探
索
し
た
が
、
文
献
も
多
く
、

過
去
に
様
々
な
研
究
も
さ
れ
て
い
る
源
義
経
に
つ
い
て
も
、
伝
説
中
の
人
物
に

注
意
し
、
主
に
京
都
の
地
誌
、
名
所
案
内
に
見
え
る
記
事
か
ら
ま
と
め
て
見
た
。

歴
史
上
の
義
経
は
記
録
が
少
な
い
が
、
源
平
合
戦
の
最
中
に
鎌
倉
勢
の
中
心

と
し
て
突
然
登
場
、
都
で
政
権
の
基
礎
を
固
め
つ
つ
あ
っ
た
平
氏
を
短
時
間
に

滅
亡
さ
せ
て
し
ま
い
、
し
か
も
勝
利
者
の
栄
光
も
一
瞬
で
兄
頼
朝
と
の
不
和
に

よ
り
逃
亡
、
異
境
の
地
で
悲
劇
の
最
後
を
遂
げ
る
。
史
料
上
で
不
明
な
時
代
も

多
く
、
悲
劇
の
主
人
公
と
し
て
は
恰
好
の
人
物
、
し
か
も
都
人
か
ら
の
武
家
政

権
へ
の
批
判
も
箆
め
る
こ
と
が
出
来
る
た
め
か
、
史
実
と
は
関
係
な
く
「
ご
当

東
北
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
十
七
号

二
O
一
五
年
十
二
月

地
」
名
所
が
創
作
さ
れ
、
育
て
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

従
来
義
経
伝
説
に
は
、
地
方
で
作
ら
れ
成
長
し
た
物
語
が
都
で
書
き
換
え
ら

れ
記
録
さ
れ
た
部
分
が
あ
る
、
と
い
う
見
方
と
、
全
て
都
の
人
々
が
創
作
し
た

と
言
う
見
方
が
あ
っ
た
(
註
三
四
)
。
い
ま
都
の
伝
説
を
見
る
限
り
で
は
、
も

と
は
地
方
で
創
作
さ
れ
た
と
断
定
で
き
そ
う
な
話
は
見
当
た
ら
な
い
。
意
外
な

の
は
室
町
物
語
の
よ
う
に
地
域
の
交
流
が
鎌
倉
時
代
以
前
よ
り
盛
富
に
な
っ
た

時
代
に
も
、
都
で
語
ら
れ
記
録
さ
れ
た
物
語
は
都
で
の
創
作
が
中
心
で
あ
る
こ

と
で
あ
る
。

今
一
つ
気
が
付
い
た
の
は
義
経
本
人
よ
り
そ
の
側
近
の
武
蔵
坊
弁
慶
、
佐
藤

継
信
・
忠
信
兄
弟
、
退
治
さ
れ
た
関
原
輿
市
、
熊
坂
長
範
、
土
佐
坊
昌
俊
(
正

尊
)
な
ど
の
脇
役
の
物
語
が
都
で
は
意
外
に
発
展
し
多
く
の
関
連
す
る
名
所
や

そ
の
物
語
を
残
し
て
い
る
事
で
あ
っ
た
(
註
三
五
)
。
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(
註
三
四
)
高
橋
富
雄
博
士
は
柳
田
園
男
「
東
北
文
学
の
研
究
」
で
「
地
元
の
人
で
な
い

と
書
け
な
い
か
ら
地
方
で
創
作
さ
れ
た
」
と
さ
れ
た
部
分
は
『
義
経
記
』
や
『
吾

妻
鏡
』
で
十
分
書
く
こ
と
が
で
き
る
。
全
て
都
で
創
作
さ
れ
た
物
語
だ
、
と
考

証
し
て
お
ら
れ
た
。
(
註
三
文
献
)
。

(
註
三
五
)
前
述
の
よ
う
に
こ
の
調
査
は
『
新
修
京
都
叢
書
』
の
詳
細
な
索
引
を
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
資
料
を
集
め
た
の
で
あ
る
が
、
「
牛
若
丸
、
九
郎
判
官
、
源
義

経
、
武
蔵
坊
弁
慶
」
な
ど
だ
け
で
な
く
、
こ
の
周
辺
の
人
物
た
ち
に
つ
い
て
も

も
っ
と
検
索
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
。



京
都
の
源
義
経
伝
説
と
み
ち
の
く
の
影

ー晶.，、
終
わ
り
に

都
と
み
ち
の
く
を
往
復
し
て
活
躍
し
た
人
物
の
代
表
が
源
義
経
で
あ
る
が
、

史
料
に
あ
ま
り
登
場
せ
ず
、
短
期
間
に
目
覚
ま
し
い
活
躍
で
人
々
を
驚
か
せ
、

悲
劇
の
最
後
を
遂
げ
た
一
生
が
人
気
を
呼
び
、
以
後
数
百
年
に
渡
り
多
く
の
伝

説
に
取
り
巻
か
れ
て
い
る
。
京
都
で
は
「
み
ち
の
く
」
と
の
関
連
人
物
と
し
て

語
ら
れ
て
い
る
が
、
あ
ま
り
に
も
大
き
な
人
物
像
で
取
り
上
げ
る
機
会
は
な
い

と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
『
京
都
叢
書
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
近
世
の
名
所
案

内
・
伝
説
紹
介
だ
け
で
も
こ
の
人
物
を
さ
ま
ざ
ま
に
観
察
で
き
る
と
考
え
、
図

書
館
で
該
当
部
分
を
筆
写
、
パ
ソ
コ
ン
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
て
様
々
な

視
点
か
ら
追
い
か
け
た
所
こ
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
出
来
た
。

物
語
の
中
に
も
都
と
み
ち
の
く
の
関
係
が
あ
る
が
、
記
録
さ
れ
た
も
の
は
地

方
か
ら
都
に
語
り
伝
え
ら
れ
た
話
よ
り
、
都
か
ら
想
像
し
て
創
作
さ
れ
た
ら
し

い
も
の
が
多
い
事
は
、
時
を
経
て
も
都
人
に
と
っ
て
「
み
ち
の
く
」
は
遠
い
あ

こ
が
れ
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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関
心
の
あ
っ
た
最
大
の
人
物
で
あ
る
源
義
経
に
つ
い
て
の
物
語
を
、
過
去
に

な
い
視
点
か
ら
探
索
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
が
、
京
都
議
書
を
利
用
し
て
以
上

の
よ
う
な
ま
と
め
が
出
来
た
。
今
回
も
多
く
の
方
々
か
ら
助
言
、
資
料
の
提
供

を
頂
い
た
こ
と
を
衷
心
か
ら
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

(
平
成
二
七
年
八
月
二

O
日
)


